


Ⅰ.家族性高脂血症の検討

研究目的:前年度の継続と共に 51 年度には家族性高脂血症の検討を行った。小

児期からのこの方面の検討はまだ少ない様である。

研究方法:食生活の影響の大きいいわゆる二次性高脂血症とは異る,遺伝的支配

の強い,家族性にみられる一次性高脂血症について検討した。

研究成績:両親のどちらかにやはり高脂血症がみられた 4 例と学校健診で高脂

血症を指摘されその家族内に高脂血症を有する者が 3例あった。家族性高脂血

症児童の男女別内訳は 2 例づつで児童のコレステロールは 207～314mg/dl で,

両親のコレステロールは 217～380mg/d1 に属していた。児童には高血圧や肥満

は伴っていない。脂質分析では 2例がⅡa型でβ-リポ蛋白が 80～92%に上昇し

ていた。最年少は 3 才女児でコレステロール 378mg/d1 である。これらの更に

詳細な家系調査を追求中である。


